
金
滞
古
践
志
巻
十
四

と
い
へ
h
y
o

。
泊
酒
屋
三
郎
右
衛
門
蓄
部

竪
町
池
問
屋
小
路
の
東
角
に
て
、
池
田
屋
の
滞
留
邸
と
相
角
な
り
。
園

初
以
来
此
の
地
に
居
住
し
、
緒
役
を
菟
除
せ
ら
れ
、
貨
に
竪
町
草
創

以
来
の
奮
家
た
弘
と
い
へ

E
も
、
嘉
永
五
年
家
屋
を
醤
師
伍
堂
晋
粛

へ
寅
却
し
て
、
此
の
地
を
退
去
せ
り
。

。
泊
酒
屋
三
郎
右
衛
門
健

家
記
に
-X
ふ
。
本
姓
藤
原
氏
に
て
、
営
園
宮
樫
氏
と
同
族
な
る
林
六

郎
光
明
の
葡
孫
也
。
蛍
園
石
川
郡
稲
宮
村
の
邑
長
林
六
郎
右
衛
門
・

同
郡
増
泉
村
林
事
左
衛
門
・
能
美
郡
三
坂
村
林
孫
市
・
河
北
郡
笠
嶋
新

村
林
源
右
衛
門
等
皆
同
姓
同
族
た
り
。
中
に
も
縞
宮
村
の
林
は
嫡
流

に
て
、
天
正
の
頃
に
や
二
子
あ
り
て
、
長
男
を
六
郎
右
衛
門
と
mmし、

縞
宮
港
の
邑
長
と
成
り
、
縞
宮
村
に
居
住
す
。
失
男
は
三
郎
右
衛
門

と
稽
し
、
同
郡
矢
作
村
へ
移
住
し
、
矢
作
村
の
農
民
庄
右
衛
門
と
い

ふ
も
の
A
家
に
寓
居
す
。
矢
作
村
は
往
古
よ
り
矢
を
矧
ぐ
も
の
多
〈
-

居
た
る
に
よ
り
バ
三
郎
右
衛
門
も
共
の
職
業
を
串
ぴ
、
慶
長
年
中
金

津
へ
出
で
、
堂
形
漣
昼
屋
橋
の
近
議
に
居
住
し
、
矢
矧
の
業
を
職
と

す
。
後
居
地
を
召
上
げ
ら
れ
、
替
地
を
竪
町
民
て
賜
は
り
、
諸
役
菟

民
、
新
竪
町
と
呼
べ
h
y
。
此
の
地
も
い
に
し
へ
は
河
原
注
り
し
を
、

竪
河
原
町
と
ひ
と
し
く
、
河
原
を
埋
め
て
町
地
と
た
し
.
後
地
子
町

と
は
成
り
た
る
た
る
ぺ
し
。
元
職
丸
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、

新
竪
町
の
傍
註
に
、
九
星
よ
り
上
、
九
里
よ
り
下
と
裁
許
を
分
て
り
。

改
作
所
醤
紀
に
載
せ
た
る
寛
文
十
二
年
の
書
札
に
、
新
立
町
と
載
せ

た
り
。
此
の
時
代
よ
り
既
に
新
箆
町
の
町
名
を
建
て
居
た
る
と
と
知

ら
れ
た
り
。

O
新
盤
町
徳
議
寺

東
方
民
宗
道
場
た
り
。
世
人
土
蹴
御
坊
と
呼
ぺ
り
。
寺
紀
に
云
ふ
。

開
基
最
静
は
加
質
問
河
北
郡
大
衆
菟
般
若
院
の
住
倫
な
り
。
究
正
元

年
六
月
本
願
寺
に
至
り
、
蓮
如
上
人
の
弟
子
と
成
り
、
名
を
柴
容
と

改
め
、
同
年
七
月
般
若
院
を
徳
仁
寺
と
改
競
す
。
然
る
に
実
正
年
中

の
兵
蹴
の
矯
め
破
却
せ
ら
れ
‘
寛
永
元
年
に
近
衛
家
の
二
男
先
鵬
首

地
に
下
向
あ
り
て
‘
彼
の
陵
寺
を
再
興
し
、
本
山
よ
り
更
に
寺
統
を

申
請
け
、
徳
楽
寺
と
銃
す
。
と
あ
り
。
奮
停
に
一
式
ふ
。
寛
永
年
中
に

蛍
寺
再
興
の
時
、
滋
野
川
味
噌
磁
町
な
る
味
噌
識
を
陵
止
せ
ら
れ
け

る
に
よ
り
、
右
磁
の
古
材
木
を
買
入
れ
、
之
を
以
て
本
堂
を
建
て
た

り
。
故
に
世
人
土
磁
御
坊
と
稀
す
と
い
ひ
侮
へ
た
り
。
従
前
は
醤
紀

金
揮
古
蹟
志
巻
十
四

二
八

除
あ
り
し
か
ど
、
後
冥
加
の
震
め
相
願
ひ
上
納
す
。
是
一
冗
和
年
中
の
一

事
也
。
竪
町
へ
移
住
の
後
は
、
燈
油
と
沼
港
と
の
庖
を
聞
き
、
之
を

替
業
と
す
。
故
に
世
人
油
酒
屋
と
呼
ぴ
、
還
に
屋
鋭
と
す
。
然
る
に

油
商
賀
を
と
ピ
め
、
沼
治
の
み
と
成
り
た
る
に
依
り
て
、
貸
永
一
元
年

十
二
月
よ
り
油
酒
屋
の
屋
続
を
改
め
て
、
酒
屋
と
稽
す
。
二
代
三
郎

右
衛
門
の
子
太
兵
衛
と
云
ふ
も
の
、
延
費
八
年
に
片
町
へ
別
家
し
、

酒
屋
太
兵
衛
と
稽
す
。
是
酒
屋
宗
左
衛
門
の
家
組
也
。
正
徳
元
年
に

太
兵
衛
隠
居
し
て
、
亦
別
家
を
建
つ
。
是
片
町
酒
屋
太
四
郎
家
た
り
。

夫
れ
よ
り
本
家
三
郎
右
衛
門
・
別
家
宗
左
衛
門
・
太
四
郎
の
三
家
と
成

り
、
三
家
共
に
商
業
を
働
み
、
中
に
も
酒
宗
・
酒
太
と
呼
び
て
、
宗
左

衛
門
・
太
四
郎
の
雨
家
は
央
服
商
を
な
し
、
問
裕
に
て
繁
昌
せ
し
か

ど
.
三
郎
右
衛
門
は
酒
治
を
閉
底
し
て
家
勢
遺
々
衰
微
し
、
嘉
永
五

年
途
に
家
屋
を
賓
却
す
。
別
家
宗
左
衛
門
・
太
四
郎
の
雨
家
も
、
明
治

維
新
陵
藩
置
鯨
の
際
央
服
底
を
慶
し
、
各
‘
家
勢
衰
微
し
て
、
片
町
の

家
屋
を
貨
却
し
退
去
せ
し
が
‘
今
は
共
の
子
孫
甚
だ
等
落
す
と
云
へ

り。O
新

竪

町

此
の
町
は
竪
町
の
上
に
て
、
竪
町
よ
り
後
に
町
地
と
成
り
た
る
故
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に
も
共
の
事
を
記
載
あ
り
し
か
ど
、
火
災
に
焼
失
し
て
、
今
は
奮
飽

等
も
た
く
、
停
曾
の
み
な
り
と
ぞ
。
按
守
る
に
‘
鐙
異
紀
に
、
延
享

三
年
六
月
十
三
日
新
竪
町
出
火
、
徳
策
寺
等
類
焼
す
。
と
あ
り
。
さ

れ
ぽ
此
の
時
な
ど
に
記
録
等
も
舞
亡
し
け
る
に
や
。
味
晴
磁
慶
止
の

事
は
、
緒
記
録
に
い
ま
だ
見
蛍
ら
守
。

O
齢
制
竪
町
鹿
昆

奮
停
に
云
ふ
。
往
昔
は
今
一
冨
ふ
校
町
は
繊
多
共
の
居
住
所
に
て
、
庚

見
と
稽
す
る
地
は
共
の
頃
三
味
の
茶
枇
所
た
り
し
が
、
此
の
地
縫
温

々
町
地
と
成
り
、
稼
多
共
は
轄
地
を
命
ぜ
ら
れ
、
跡
地
は
線
多
町
と

稽
し
て
地
子
町
と
成
り
し
を
、
後
織
多
の
名
を
忌
み
て
枝
町
と
せ
り
。

三
味
の
焼
場
跡
は
明
地
と
た
し
、
今
に
至
り
庚
見
と
呼
び
て
、
家
屋

を
建
て
ざ
り
し
と
い
へ
り
。
平
衣
按
守
る
に
、
法
締
寺
町
の
庚
見
も
、

三
昧
の
焼
場
跡
也
と
い
ひ
停
へ
た
り
。

。
才
監
物
醤
邸

明
暦
二
年
間
四
月
瑞
光
寺
来
聴
舎
に
一
式
ふ
。
営
寺
屋
敷
新
立
町
才
監

物
上
ゲ
地
之
内
廿
間
四
方
、
門
前
之
道
相
添
、
四
百
三
拾
三
歩
拝
領
仕

度
趣
、
寛
永
丸
年
壬
申
春
本
多
安
房
守
殿
額
申
慮
、
共
時
分
諸
事
棒

回
勘
兵
街
殿
h
被
昌
仰
付
-
由
に
付
、
安
易
守
殿
家
老
演
悶
六
右
衛
門

ニ
丸




